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理科 I78 

福 井県

七置湿I:璽'三
■璽，置娼M譴． ，＇一
●例年通り生物，地学化学．物埋各2題， 計8題の出
題であった．実験 ・観察を中心に基本皐項を問う問題が
多いが．汲グラフ，図を正しく読みとる問いのほか
葺察を要する問いもあった．解答形式は選択式のほか用,6・文章記述， 計算など多岐にわたり，問題数も多い．
●綬科書の実験・観察に関する基本事項を押さえておくこ
とが匿要．また， 簡潔な文臼表現力と正確な計算力を身
につけておこう．一方で 計算に籟らず科学的思考力で
答えを得る力も養っておこう．

DI馳物の仲鴫II'●拿
様々な動物の共通性や
多様性を謂ぺるため．表
1に示す動物を表2の観
点で分類した．また．図
l ~ 3のA~Fは表 1の
動物のいずれかを示して
お り． ！あl~v'l~は表2のa
～［のいずれかを示して
いる．ぁとの問いに答え

ょ．図＠ 図2

表 l
， 
動物の種類
-,'● 
イカ
カエル
トカゲ

ニワ トリ
ネズミ

メダカ

表2
I 

分類の観点
"'.  
恒泣動物
変温動物

a 背骨がある
b 柑骨がない

c 卵生
d 胎生

e 肺坪吸
f えら坪吸

@TI 

（実験 Il 図 1のよ
うにピーカーに水
を入れて，その上
にタマネギを の
せ， F部のみを水
につけた．数0後
に伸びてきた根に
図2のように等OJI
隔の印A~Dをつ
け， 再び水につけ
て根の成長を観寮
した．印をつけた

“後，12時間後．
1日後， 2日後，3
n後にFilの間の長 .____ --
さを測り，及のように霰数の比で不した．

ただし，及の

X~Zは 12時間後，1日後，2日後のいずれかを示す．
（実験2) 3日後のCD間の動 を切り出 し， （記土全2庄
2世任を行って額微鍍で観察する

裂が行わと， a樫堅盆—-
れている部分を見ることができた．
問(1) タマネギはイ ネやユリのよっk.

-藁脈は平(fに通り，

茎の横断面をみると，維管求がばらばり
．に散らばって

いるという特徴をもつ。 このようは特徴をも
つ栢物に

おいて， 種子ができるときに最初につくられ
る薬の枚
(2点）数は何枚か書け．

(2) 表のX~Zを，印をつけた12時間後
1日後， 2日

後の順番に並ぺかえて x~zの記号で湯け．また，
実験 1の観察から確かめられたことと

して 最も適当

なものを次のア～エから1つ選んで，その記号を嘗け．
(-l .¢1.) 

ア．根もとに近い部分が最も大きく成長する。
イ． 根もと以外の部分が均等に成長する。
ゥ． 根の先端に近い部分が最も大きく成長する．
工根の全体が均等に成長する．
(3) 下線の部分①には，根をおしつぶすという処理があ
る。この処理の目的を簡潔に書け. (3点）

-i4) 図3は．下線の部分②について， 図3
顕微鏡で観察した分裂中の1つの細
胞をスケッチしたものである．この ，・・良嶋鴫

笠匹ぷの；（・ロ-ア．染色体が細胞の中央付近に集まっている。
イ 2個の核があり．染色体が細くて長い．
ウ．染色体が細くて長いため，1本1本を確認できな

問(1) 表2の恒温動物と変温動物のちがいについて．［環
境の温度」の語句を用い．「恒温動物は変温動物とちが
い.Jの書き出しに続けて簡潔に書け. (3点）—12) 図 1で.Aは一生の問で（あ）の時期と（い）の時期があ
る動物である． このなかまは．卵からかえった子が成
長して子をつくれるようになる前に． ．からだの形や生
活のしかたが大きく変化する．このような変化を何と
いうか魯け． (2点）
(3) 図2で分類した動物Dは恒温動物であり かつ（う）
という観点で分類した動物である。動物Dは何が最
も適当なものを表 1の中から選んで書け. (2点）
(4) 図 1~ 3の（あ）．因 （沿に当てはまる分類の観点は
何が 最も適当なものを 表2のa~fからそれぞれ 1
つ選んで その記号を書け． (3点）
(5) 表 1のすぺての動物に共通する特徴は何が 最も適
当なものを次のア～エから 1つ選んて．• その記号を書
け。

(2点）
ア．体表が毛か羽毛かうろこでおおわれている。
イ．からだが外骨格でおおわれている．
ウ．子は親の染色体をそのまますべて受けつぐ．
エ．筋肉を使ってからだを動かす．

fJ I生物の観察．生物と織詰．生物の成長と殖え方1
被子植物の一種であるタマ

ネギの根の成長のしくみを潤

ぺるため．次の実験を行った．
あとの問いに答えよ．

しヽ。
工 2本ずつくっついた染色体が両端にある。
(5) 図3の点線で囲まれた部分の染色体の本数を数える
と，16本であった。このタマネギの， 精細胞に含まれ
る染色体は何本になるか書け。 (2点）

回1地層の重なりと遍去の橿子 1
湯各右は． 主に福井市の足
羽山でみられる凝灰岩のこと
である．足羽山には堆積した
時期がちがう卜り楠凝灰岩層
（上部と下部）． 笏谷凝灰岩層．
，謹 咎凝灰岩Iiiといった凝灰
岩層がみられる．図 lは足羽
山の一部の地形の起伏を等高
線で表したものである．点線
で結ばれた地点Aから地点F
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鴫科 79 年嘱1
は直線上にあり．それぞれの地点

しいものとする．図2は地点B.C. 

地点 X は~I の地点D~Fのいずれ
の地域の地層の厚さは 一定であり.l 

ある方向に傾いているものとする． ，

図2

り知'10 地点C l&点X
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表
か
ら
の
濯
さ

）長さは等

1であり，
：だし，こ

層はなく，

．答えよ．

ー□，lヽ山谷嚢灰柑
□笏谷璽灰岩
臣門前●灰柑上郎

-■ 門前驀灰沼下幅
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たくま ： 図 4 は地戌を北から見た．大陽(!J ~tノ り を回

る金墨と連戌のまわり を回る月o.,位置を表した
襴式図だよ．のぞみさんの観亨紀111,. .:..,4月1

日の金星と月はそれぞれDとHの位●にあっ

たと膏えられるね．

図4, ． 

G 
ー ♦ ,..t: 嶋の元↓，―7
ク

：⑥ ·.,~ こ＇
D 星，Ii I 
(4/ll F 
VK 

、 t;'C J 

L蜻ば(ifl)__ -

のぞみ ：4月16日の金星と月の位●はどうだろう．金星

は226日かけて公転しているよね．公転の軌道

を円として考えると15日でこ歪コ度移動して

いるはずだね．だから金星の位置は図 4の

亡 の位●付近にあるはずだね．

たくま ：月の構ち欠けの周期を約30日とする と.~ 月

16日の月の位●は仁コこ］とわかるね．

已[TI.0: コ に当てはまる方角を．東西南
1の中から最も適当なものをそれぞれ 1つ還んで書

言を五誓玉；〗〗
り認の”””しナ．まさんはその後も'.~~
に観寮を続けた．その途中で．金星が見えなくなる

時期があったが， 7月に入ると金星を観察することが

できた．このとき金星はいつごろ．どの方角の空に見

えたが最も適当なものを次のア～エから 1つ選んで．

その記号を書け. (2点）

ア．日の出ごろ．西の空

イ． 日の出ごろ．東の空

ウ． 日の入り ごろ．西の空

エ．日の入りごろ．東の空

(6) 月の公転によって．太陽地球月の順に一直線に

並ぷとき月が地疎のかげに入る現象を何というか書

け. (2点）

国1物貫のすがた.f~ 担酎ヒと蕎貫の貫量II●拿

料理などに利用される畜そうとペーキングバウダーにつ

いて次の実験を行い．結果をまとめた．ただし． 重そうは

炭酸水素ナトリウムの別名で．ペーキングバウダーは炭醸

水素ナトリウムを主成分とする粉である．ぁとの問いに答

ぇょ．
〔実験I) 試験管に重そうを入れてガスバーナーで加熱

し， 発生した気体を水上置換で集めた．このとき．試蒙

管の底に白い固体の物質が残った。 一
（実験2) 重そうと実験 1で残った白い固体の物質につい

て． 水にとかしてフェノールフタレイン溶液との反応を

調ぺた．その結果は表 1のようになった．

（表 l)

重そうの水溶液

フェノールフタレイン溶液との反応

うすい赤色

白い固体の物質の水溶液1 赤色
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一闘 IJ)(例）(1rI'"動物は変“動物とらがい，｝

用惰(/J峠灰が安化し（ し，体(YljIJぼ ・定に

保たれる.(2)変熊 (:J)―'JIリ /4) (IA (
IA)Iヽ/J;/ ll 

(0)エ
霞 (I) J枚 ti) <JCl1'> Z. Y. X, (傭IJ・められIへこ

と）ウ

(:JJ (例）細胞(})膚/,I.りを少/J,,して 観
ゥし'¥'14 ,, するた

め.(4 Jア （り）H4~ 
回 (I) (例） 材灰!tt ~つ，， る記 ;t,fJJIJ.) Cいる．

m只石 /J)ア 14/ E lり）イ
D (I/ア， 9々I 1. 西 1212'1 UJ@ r~1'> L 

(4) (例）地収よりIJ内側を公転するから.(r
,Jイ 16) J..Jた

国 (I)(化・t式）CO2. <J, は）（例）気体を
人れた行器に，

{ ,I火水を人れ （ふか (t湛 ）rげ にごる．
(2)ア．アル）） リ11 イ．陪件 ウ．中和

(JJ N(I.JICO:i I I/Cl • ('(J2 + ff20 + NaCl I~! 30% 

国 (IJ塩化水素 f2) (IJア ② ア ＠エ IJJ
 X 

(4)創，y l'i) .L 

眉 IllJ <JN (2/ (例）堕ムの大ささは変わらず，
且ムが

人と</J. .)たから.(J)ア，オ (4/3 5 N 
(5/ア

田 /JJ12'1 (2) (Jj Iク ② ウ (~ ア IJ)電磁誘骨

14)ア （り）,.a,・. Y . .L. イ，ウ

r血 a 11 
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，, " ' JI ' 向 h• ,'J'間が像H.11, t4'HJ i ,t. ク, ~,化体I;'

9ハJるJ 11 · ~1/r , , r ,uげれが圃防(J, ,..~,w ~軌II・り

網4月Ir ,, •~ • ンlt/..,i!f仰I.1.1 ,,~ ('I体 /11纏約o,,,, ,,,'. 

.,、I1, • /_,, 
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国 l◄ J /1. 3 より ， ペーキ ノ グバウ ダー2 0g に つ き 0.3g

<lJ CQiが発生する．及2より 虜そう10g
につきo;ぅgの

CQiが発生することが読みとれるので， 0.
3gのCQiを発

生させる重そうは0.Ggである．ょって，ペー
キングバウダー

20gのう ち重そうはOugであるから， 塵そ
うすなわち伐

僚水素ナ1リウムの含イI量は蛉/100=狛 （％）

国 (~/ ア ， イ ， 工 では， 金属片よ りイオ ン にな りやすい

しのが水伶液中で金属イオノになってい
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ーらない．よって．エが正しい．

● 3ア.AとBは冒量が同じで体f員が違う.ll. (/)値は
水中の体積が大きいと淳力が大きいことを示しているので

Iしい．オ.DとEをそれぞれ 1訳m沈めたときの水中の

＂ はDのほうが大きいので正しい.l 51物体Dは下のほ

うの体績が大きく．上のほうの体積が小さい． ょって． 物

体Dを沈めていくと．浮hの増加の割合（水中にある体積

,1)増加の劉合）が小さくなっていく．

国 ( ~) 直列つなぎでは抵抗が大き いは うが両灌にかかる

●圧は高い.(◄ ) 手ごたえ を感 じ たので. F回 し ”電機の

’‘ンドルを回す向きとは逆向き （い計回り）に力を受けた

と葺えられる．［別鱗］フレミ ングの左手の法則を使う． 電

減の向き（中指）はA-B. 磁界の向き（人さし指）はN憎

→ S極 よ っ て．力の向き （霞指） はア• (S)電流が流れな

ければその回路でエネルギーが梢●されず．手ごたえは舒

ぃ．電漬が流れるとエネルギーが消費され．その分の仕事

が必璽なので．手ごたえは重くなる．ょって． 電流が流れ

ない窮り詈が最も軽い． 他の回格は回路イとの比較で考え

る．直列つなぎのエは電漬が流れにくく なり 並列つなぎ

のウは電漬が流れやすくなる．ょって．手ごたえの軽いも

のから重いものの順は電流量が少ない順であるアーエーイー

ウとなる．合成抵抗を計算する必賽はない．なお．各国格

に対して加える電圧は同じとしている．

l山瓢● 闊•
P.82 

一闘 I I ウ ':!・（例l慶彙が名いと ころで

は．震鸞と鯰びつさ．艦貴が少ないところで

は． 儘9を●すはたらさ.2 11 f :! tJ吸 3 イ

日 I 1012 hPa 2 (天気）点 (!I向）北西 （風/J)I 
3エ 4 (記~)ウ （曙由）（例）10 月 J 日 I~ごろの気

国 2. (~ 験） より ._HJの刺讚真をも ）c!JIJ塩化水彙

とアン-{_ニアであり. (~ 験 ~ ) より ア ル hiげ1 を ヽ)\した

気体Aがアノモニア，烹9本Eが塩化水鼻である．塩化水事

の水m液 （塩隕）を電気分鱗Jる と． 鳩檜1、:Jlit.Ji町 ・
水素が発11itる. 3 ('-"A! 験,1)より. (J灰水に変化が見ら

れた気休Cが 層化以稟であ り．（貨麟 51 で A'€'Ill し て

燃えた気体Dが水素，残った気u.0が＂素 である．
日 2 (11 I-15) 0 2ー130Inn/ヽ） t¥ )JのIf'fr四辺
形の法則よ り 釘liltの介単にはたらく 重tJWl;t'Rill抗

tJNよりもつねにKさい. 5 h事が釘面 J・tton員l

は愛えずに拿1面のMさを大さくした場合.h庫の高こが属

くなり 台頃の速さは （洟験）のとさよ りも大eくなるの
で， 5打点ごとの訳テーブの長さも艮くなる． よた. ti lfj 

上の台車の迅さが大さいほ ど (~騎）のとeょnも『，t<水
平面に到違するため．記縁テープの長さは図2よりもいい

疫隋で一定になる． 一定になったとさの記gテープの長さ
も囚2より長くなる．
国 I. フズリナとサンヨウチュウは占生(t.ナウマ.,;'/

ウは斬生代の化石である．

国 1 . (I)双阻“体順微●はプレバラー トをつく る必覆

がなく．観察するU料を立体的に見ることがでさる．
國 2 うすい水債化ナトリウム水溶液を150 cm'加えた

ピーカーDの水溶液は中性になっているので.15.0cm1よ

り多く加えたピーカーE~Gの水溶液はア）しカリ性を示す．

3. 図2の水溶液が置性を強くかすほど撒しく水素が発生

する.4 図3よりうすい塩麿100 cm>中に含まれる水

累イrンHと塩化物イオンCl.うすい水廣化ナ トリウム
水溶液15OcmJ中のナト リウムイ オンNがと水隕化物イオ

ンOHはそれぞれn鰭である．うすい水槽化ナトリウム水

溶液をIJQ Clが加えるまでのピーカーCの水内液中では．

中和によってWI.in鱈から0鱈よで誡 ァていき， OHIU, 

江しない． また.Na•l;t 0個からnUよで増えていき. Cl 

はnUのままなので．水澪液全体の （すンの数は211凶の

まま一定である．その慢．うすい水讀化ナトリウム水溶液
圧がいちばん低いから 5. 164 8 g 

国 l . (例） 加こ溶，”わす く - ~気よ I')絹い性冒．

3 出 ，1 イエ

2 ア Iを30Ocm1まで加える と｀` とOHが合わせて2n闘増え

5 . .i)Ll.. 心~ Rcede 
るので，水溶液全体のイすンの霞は 定の割合(',,,直は

で増える.5 完全に中和がtrわれrとさのうすい塩績と
うすい水鱈化....ト)..., _、水溶讀の体積の比11100-ISO: 

II I む口 っ 甘●が冨麟した向! 2.3 ピーりーE-Gの小溶液叩こ中がこfよ ）た慢に加え

'.!. 130cmfs 3 (例}ff 「 ← ・-;1 た うすい水償化 t-... リウム 水m液の体1員の鯰和は50 I-
竃の遭動の向1!1.:.りがはた 1. - • _j  10 0 -1" 15 0 珈 l,cruりI.,.,f') これを完竹 叫 0ii"るのJ-?" •• • 

らいマぃ/.;. fJ. • .. ,._ に必饗なうすい遭震の体項を lヽ0l1とすると. I・30 2: 

-1.(!.: 1 ti イ .i 7 3より r ~0 ,l・m'] 

国 1 ウ ＿ と 1、!, 'r ti, tl,1 国 I n Iす ．、,")tl,llりより U電C~X1 , X2は3R 05 

3 (紀tfY, 1和 ）（印 IJ ? 瓢；J ,~ dllt!ttJ C' ゲ'7b1u, v• .ri, , よ1ヽ llit, 5 o ! OJ l心 ）の⑦
フ'rIが引用.,,9-.,aG')t'化I北 ヽな て仕釦f.,.化イ るlう は直研lr.¥'.tの .._ 7h-t50 l2ti u・ 121(貨験）の④
,t ,(, •I -"': しるが:,. ,1 +11.l . f 11-ttlf暉 い で. u電ほ¥2 ヽに直れる電漬0)和を求

国 I . I i ,., • , , .r J 角色筐衝 ； 、II(鼻, < I !¥ 7 り7

Q, 1 が（例） 紐がti l t!.tl~
I V' l tlJ ,l. ~•J>C'. - ~ 075 1111 189[A] 

7 ll り(J

:: 二/ !Ai°~:~ 岱芯訊？ぶ芯？悶ぷぷ？饂 I C節水を黒知い．

2エ
1 / ・f ,,, 

i 邸 し．電IIと●漬のfヽじ）Uが人 ヤいはど電hは大さ くな

I b[4 • 、i"' l ~- が, c し9百負れ る電直が最,, 人さいのは [1Ji饒Jの(4
5 Zt) 0 un1 ら：電, • ! I叫 i電t1¥rt,11. u1斑,~ ~は砂電れに加わる電If.の

，． 

I!) I I 1260 1:、~ . ---- J lroが電鼻ん置n電11:., あること． 屯りtllnlWI r IJ紅電既に
I'''-'kO .,,)4置の亀It:r, 如るこ とかり、(~艮鹸）の(4)のはうが各

Iヽ9ヽ＼ 『A" ♦■ ft. r I •• ウl.

I J' ,J.#111.lUりrro'、 I 11電t~に加しる電IHI人 ＼ ，

: . I >t 1.!,i ~ 1 I 9、 I

血 D :: Iか 纏駐 （の）tf名でい I I -
,, 2 喉，~} :訊;H_ ~ )()0 I O (~] 

fl I. f',J IのIJ、"列島の褒劃1・J氾 属気I[
(10'2 I bf'alを基mりくると.102-1-Iヽ・3 1012 [hPal I 
~ ~4< よ, ~ia 2;3 ut に P,t る鯰'°~鼈気量はJOt, i吋

でありこし 中の IヽO・t>り0 16 0 ヽ かけ“さヽた＊

贔.,.●である．よ て巳層v會体flU5(1 m• な ~) で. 20 G 

•' 0 16ヽ：5(1.: 1611(,., 
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金星の見え方

• 金星は地球より内側を回っている

→太陽の方向に金星がある！

→太陽の方角と金星の方角は同じにきそう

例：太陽が東の方角にある

→金星も東の方角にある

• ただ，金星の位置によって見え方は違う
（金星の満ち欠け）

北

南
西

東

金星

太陽

(i) (ii)

(i)の位置の金星 (ii)の位置の金星
1



金星の見え方

• そもそも太陽の方角は時間によって決まる

例：春でも夏でも秋でも冬でも

午前7時なら東（日の出の時間）

• 金星も同じ方角なら，時間だけで

方角が決まりそう

例：午後4時の金星の方角は？

午後4時は夕方

→太陽は西の空

→金星も西の空

• 南と北の方角には金星見えない

北：太陽は北の空にいる？

南：地球に見えない側が光っている

北

南
西

東

金星

太陽

2



月の見え方

• 太陽と同じ動きをする

東から昇り，南を通って，西に沈む

• ただし時間帯は違う

何時に東から昇って

何時にてっぺん（南）にきて

何時に西に沈むか？

• 照らされている場所→太陽の方向

例：下弦の月

左側が照らされている

→太陽は月に対して左の方角にある

例：上弦の月がちょうど南中するのは

いつ？

？南

上弦の月：右側が照らされている

→太陽は月の右

→月が南にいるから太陽はその右の方角

つまり西

→太陽が西にいるのは夕方

（昼：月の出→夕方：南中→夜：月の入り）

太陽の位置が時間帯を教えてくれる！

3



解答

4

問1 ア：月が傾いてないのでちょうど南中してるとみてもいい

イ：19時は日没の時間→金星が見えるとしたら太陽と同じ西の方角

問2 226日で1周(=360°)，15日は226日(1周分)の約1/15の日数→進む角度も1周分の1/15

360×1/15=24°

問3 ②Dから24°反時計回りに動いたEを選ぶ（三人称目線で困ったら反時計回り）

③月の満ち欠け30日→公転が1周30日ということ，15日はちょうど半分なので，Hから半周進んだL

問4 「地球より内側を公転するから．」 詳しくいえば

夜は太陽と同じでそもそも昇ってない，昼は昇っているが裏が光っている（ビルの日陰側が見えてる感じ）

西 東

問5 まずイかウには絞る

“時期が進むとより早い時間帯に見えるようになる”

4月 → 5-6月 → 7月

19時に観測 → たぶん昼（見えない）→ 明け方

問6 月食（日食と間違えないように）

ここらへんに金星がいるときは
白いところが地球から見えない

問題文に書いてある

見えないということは
明け方と夕方以外を挟んでる
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